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「アートマネジメントの人材を育てる」 

 

 

森國：それでは、みなさま、よろしくお願い

致します。学生であったり、現場で働いてい

らっしゃる方がいらしゃったり、様々な立場

の方がいらっしゃるので、ぜひみなさまのご

経験などを色々踏まえまして、活発な議論が

出来たらと思います。 

 

好きなことをする好きなことをする好きなことをする好きなことをする    

栗田

1
：私は、地元の経済界兼みなさまの先輩

でもあるので、最初に喋らせてください（笑）。

ご存知の通り、私たちの今おかれている状況

は、非常に厳しい。日本の大学生の専門性で

食っていけるのは、多分、東大法学部を出て

官僚になるか、それとも医学部を出て医者に

なる、そういった特殊な人たちだけです。経

済学部、社会学部、そういった人文科学系で

は、ほとんどキャリアにならない、と言って

いいぐらいです。今は学歴は不要なくらいで

す。ほとんどの人は、社会にでた瞬間に、就

職口がないわけだから、そういう意味ではア

ートマネジメントは何の比較対象もそれに入

らない。 

さて、僕たちが、生きていくために、お金

を稼ぐために、二択をやるとすると、「好きじ

ゃないけど金は儲かる」と「好きでも少しし

かお金儲からない」この選択が究極の選択に

なるんじゃないかなって思う。結局儲からな

いけど、好きなことをやっているということ

は本当に幸せなことであり、稀なことだなと、

僕の経験から思います。家族泣かして、自分

の好きなことやろうぜ、という風な人生と、

家族を喜ばせて、かつ自分の好きなことがで

きるっていうのは、本当に稀であって、幸せ

なこと。僕は藤野先生が大好きで、一番いい

なって思う。 

あと、面白い話ができるっていうのは、人

生で生きていく中で結構大事なことだと思う。

僕はビジネスマンだったこともあって、ある

日、アメリカでパーティーに行ったんですよ。

でも、日本人はパーティーを楽しむのが下手

でしょ？で、気づいたんだけど、何でも必ず

「ある」「なし」で答えちゃう。たとえば、ポ

ーランドの人に対して「お気の毒に」とか、

「あー、そうですか」いうことしか言えない。

ポーランドに対する知識がないから、それぐ

らいの返事しかできない。素晴らしいものが

いっぱいあるのにもかからわらずね。だから、

色んな知識ががないと、どんな出会いをして

も、そこで共通の土壌に立てない。だから、

みなさんには、学歴不要と言ったけども、余

計な勉強、好きなことをしていると、どっか

で役に立つことがある。 



本当は音楽やりたくても、音楽家として駄

目で、プロデューサー、マネージャーになっ

たり、ピアノの調律師になったり、プロモー

ターになったりする。けど、音楽だって、色

んな形で食べられる、と思うんだ。 

僕は音楽大好きなんです。だけど、ピアノ

ものすごく下手だった。だから、バンドの連

中にあまり大きい顔では言えないんだけれど

も、「耳は確かなもんで」とか言って、アート

マネジメントをやってるんです。なんか好き

であれば、生きていける。 

藤野先生は好きなことやっているから、い

い顔している。僕の経験から言うと、やっぱ

り人間は好きなことをして、好きなように生

きるしかない。まさに、一番楽しいことが、

僕にとってはアートマネジメントだと思う。

マネジメントでもいいし、アーティストであ

ってもいいし。 

アートの世界っていうのは、やっぱり、「食

べる」っていうベーシックなものと違って、

楽しいものだから、楽しい会に今日はしても

らいたいです。 

 

森國：ありがとうございます。今日は楽しい

議論をやっていきたいと思います。議論の中

心となることなんですけれども、先ほど発表

がありました、「アートマネジメントに適した

人材とは」ということと「アートマネージャ

ーとは」ということを中心に議論できたらと

思います。詳しく言うと、「アートマネジメン

トを学べる大学間での教育内容の共通化が必

要なのではないか」ということと、「アートマ

ネジメント人材の能力を客観的に判断する指

針はどうあるべきか」、「私たちアートマネジ

メントを学んでいる学生の進路はどうしたら

いいのか」という問いですね。 

 

栗田：アートって、ジャンルが色々あるんで

すよね、コピーライターになってもいいし、

グラフィックやってもいいし、モダンアート

でもいいし、みんな自分が好きなことをした

方が楽しいかもしれない。 

 

アートマネージャーの仕事アートマネージャーの仕事アートマネージャーの仕事アートマネージャーの仕事とはとはとはとは？？？？ 

F2
：すみません。さきほど、発表ありがとう

ございました。でも僕は全然分からないんで

す。アートマネジメントの広義と狭義
3
はよく

わかったんですけれども、知らない人として

は、具体的に何をされているのかよく分から

ないんです。 

さきほど、橋本麻希さんが発表されている

なかでは、こういうお手伝いをしています、

たとえば、アーティストさんのお世話をした

りとか、食事作ったりとか、そういうことは

よくわかったんです。けれども、たとえば、

大学・大学院で勉強したときに、行政ではど

ういう仕事をしているとか、あと市民講座に

入ったときはどういう実習をしているとか、

そのときに企画立案するのか、運営もしてい

るのかとか。あるいは、コンサートホールの

中に入るとどういうお仕事をしているかとか、

よくわかる具体例があれば教えていただけた

らと思うのですが。 

それがないと、僕には、「アートマネジメン

トに適した人材とは」という以前に、どんな

仕事をされているのかがよく分からないので

す。教えていただけますか。 

 

喜多：そうですね、アートの分野にも色々あ

ると思うんですけれども、例えば、音楽の分

野で言うと、いわゆるアートマネジメントっ

ていうのは、アーティストが舞台に立つまで

に必要なことはすべて含むと僕は考えていま

す。たとえば、まず、どういうコンサートを

するのかという企画立案。あるいは、それを

実現する為の資金調達。または、広報宣伝も

そうです。スタッフの人員配置も挙げられま

す。本当に細かいことも全部含めてマネジメ

ントに包括されます。アーティストが、舞台

に立つまでのことをすべて裏方で準備をする



ことを意味します。なかなか表には出ないけ

れども。 

 

栗田：ロジスティックスってこと？ 

 

喜多：そういう表現もできるかと。 

 

下田

4
：制作や営業も含むんですか？ 

 

藤野＆喜多：マーケティングも広報もやりま

す。 

 

栗田：じゃあ、何でも屋なんですか？ 

 

喜多：何でも屋だと言えば、何でも屋になり

ますね。 

 

藤野
5
：今の質問に答えると、たとえば、学部

の授業で、演習で、アートマネジメントに関

心がある学生とアートマネジメントの初歩的

な勉強をしますよね。「アートマネジメントと

は」という、僕の書いたもの本もあるけれど、

「アートマネージャーとプロデューサーとプ

ロモーターはどう違うんですか」と言われる

んですよね。それに答えるのはなかなか難し

いんですよね、もちろん、アートマネージャ

ーって今言ったようなすべてのプロセスも含

むし、その社会とアートとの出会いをコーデ

ィネートするとか、あるいは、アートを通じ

て社会を変えていく、という議論も含むし、

新しい公共を、市民社会をどう作るか、とい

う観点も大切です。 

 でも、実際、そういう広い意味でのアート

マネージャーを作るとしても、実際は、プロ

デューサーがいて、プロモーターがいて、そ

して、今回、芹沢さんのようなディレクター

はアートマネージャーに入らないのか、とい

う議論がありますよね。プロデューサー、プ

ロモーター、ディレクター、アートマネージ

ャーって、どういう風に区別するのって、学

生は最初は分からない。混乱もする。僕も、

アートマネジメントを規定すれば、「これとは

こういう関係にありますよ、区別されますよ」

と教えられる。けれども、先ほどの狭義の意

味になれば、実務の兵隊さんですよね。あま

りものを考えないほうがいいわけ。「社会と

は」、「世界はどうあるべき」とか「芸術の根

本」とか考えない方が、兵隊さんとして動き

易いわけですよ。 

 

喜多：組織の戦力としては、そっちの方がい

いですよね。 

 

藤野：そうですよね。強力な独裁的なダイレ

クターとかプロデューサーとかがいて、その

もとで、手下になって。要するに、フットワ

ークの軽い人をたくさん生産すればいいって

なるから、専門学校とかでやればいいって話

になりますよね。そうすると、たとえば、神

戸大学のような総合大学のなかでアートマネ

ジメントをやる意味って何だろうっていう問

題が常に出てくるわけです。 

 

F：すみません、いいですか。アーティスト、

芸術家という作る人がいるわけじゃないです

か。一方で、見る側がいるがいるわけじゃな

いですか。要するに、アーティストと観客の

間をつないであげる人がアートマネージャー

なのかなぁと僕は見受けたのですが。 

ただ、そういう話になると、プロデューサ

ーとかプロモーターとかというのは、その中

に含まれるけれども、その中でアートマネー

ジャーっていう人はどんな役割なのですか？

先ほど話されていた「アーティストさんと観

客をつなぐ」というのは、具体的にどのよう

にするんですか？ 

 

栗田：つなぎ屋さんなんだけれど、個別の職

種はいろいろあるんです。でも、大きくいう

と、アートが絡んでいるつなぎ屋さんは、す



べてアートマネジメントなんですよ。アーテ

ィスト以外はすべてアートマネジメントに包

摂されるんです。けれども、この人に頼まな

いとどうにもなんない、という人がアートマ

ネージャーと呼ばれる人だと思っていて、気

がつけば、給料もらって、あちこちから声が

かかって…ていう感じかな。 

 

F：その仕事すら、みえないんです。具体的に

どんな仕事をしているのか。 

 

藤野：プリミティブに考えればね、芸人のマ

ネージャーさんっていますよね。付き人です。

そういうのってすごく分かりやすいと思うん

ですよ。でも、そのために、アートマネジメ

ントの教育が総合大学の中に必要か、と言っ

たら、決してそういうことはないと思うんで

すよね。 

 

F：そうなんですよ。どうしてもマネージャー

さんのイメージがどうも離れない。多分、こ

こで、今、みなさん話していると、勉強され

ていることは、多分マネージャーさんとは少

し違うことなんだろうな、と推測できるんで

すけれども。 

 

アートマネージャーアートマネージャーアートマネージャーアートマネージャーのののの資資資資格制度格制度格制度格制度は必要か？は必要か？は必要か？は必要か？ 

栗田：突然だけれども、アートマネジメント

学って早道を教えていると思うんですよね。

経験として「これはしておくべきだ」という

のを、先生方が整理して、飲み込みやすい形

にして教えているんであって、それは先人の

知恵なのね。昔は、おそらく、アートマネジ

メントという職種はなかったんだと思うんで

す。 

 

藤野：そうですね。だから、何十年もの様々

な経験の蓄積を整理して、理論化して、凝縮

して。 

 

栗田：キュレーターとか、アートマネージャ

ーとかいうふうにした。 

 

藤野：そう。で、座学では、そういう講座と

しては成り立つのは確かなんですね。ただ、

問題としては、質問の一番上にあったように、

アートマネジメントのカリキュラムの中に、

共通化が必要かどうかという話が問題になっ

たときにね、文科省の出身で、東京芸大のプ

ロフェッサーになった人で、アートマネジメ

ント、文化政策の本も官僚的な立場から書い

た本なんですね。 

 で、その人なんかは、アートマネジメント

の資格制度が必要だと、学芸員制度が機能し

ていないことをよく分かっているのにもかか

わらず、アートマネジメントのカリキュラム

の単位を全部とったならば、アートマネージ

ャーという国家資格みたいなのを与えましょ

うと、そういう資格制度が必要だということ

を彼はだいぶ前から言いだしたんです。それ

に対して、侃々諤々の議論がアートマネジメ

ント、文化政策の関係者から起こったんです

ね。たとえば、さっき出てた昭和音楽大学の

ような、圧倒的にカリキュラムを揃えている

大学の方が有利に立つ訳じゃないですか。そ

ういうところは、アートマネジメント、芸術

分野をもって、いわば大学を成り立たせるよ

うな形でなされている。だから、そういう大

学では、体系化されたものが揃っているんで

すね。そこで教育を受ければ、アートマネー

ジャーとしての資格がもらえる、そして、い

いところに就職できるっていう。 

 

栗田：家元制度ですよね。 

 

藤野：そうです。ところが、僕は完全アウト

サイダーだから、そんなんできたらたまらな

いわけですよ。神戸大学のしょぼいカリキュ

ラム、申し訳ないけど、ちょろちょろとしか

ないカリキュラムで、みなさんはアートマネ



ジメントを勉強しなくちゃいけない訳なんで

すよね。カリキュラムの整備された芸大など

が圧倒的に有利だし、神戸大学ではアートマ

ネージャーの資格はとても認められません、

という話になりますよね。で、そういうこと

に対して、すごく非常に複雑な思いがありま

す。 

 

下田：私、実は、ある商業劇団に所属してい

たんですけど、それもアートマネジメントに

入るかが分からないんです。適切な例か分か

らないんですけど、神戸大学はアートや芸術

家を育てるためのを支援をする専門家を育て

ていくために、大学、コースという体系化し

たなかで、アートマネジメントを捉えていら

っしゃるのでしょうか。つまり、いま自分た

ちが、アーティストを育てていこうとしてい

る民間セクターとか、活動されているアーテ

ィストや支援している市民をサポートできる

ような行政システムを整えるためのアートマ

ネジメントと捉えているのでしょうか。それ

とも、もっと活動レベルでの、たとえば、劇

団一つとっても泥臭い仕事がいっぱいあるん

ですけれども、そういうレベルでおっしゃっ

ているのでしょうか。 

 劇団の経験から言うと営利でも、何か特別

なことがあるんではないと思うんです。資本

主義社会だから、売れるかどうか、生き残れ

るかどうかということで、その中で本当に食

えない子がいるわけじゃないですか。さっき

マネージャーっていう話をされていたんです

けれど、そういうことに耐えられる人を対象

にしているのか、どのレベルでのそういった

人材を作ろうとされているんでしょうか。 

 

藤野：はっきりしなくちゃいけないことは、

アートマネジメントというのは非営利の部分

でのことについて基本的に言っています。既

成のマネージャーさんがついていたというよ

うな、営利的な、商業主義的なマネージメン

トは、少なくともここ 15 年ぐらいの大学教育

の中で言われたときは考えられていません。

非営利として、芸術が社会と関係をもってい

くのを、関係の結び方をどう構築していくか

ということを考えています。そのためにはア

ーティストと聴衆だけではないので、つなぎ

手をどう育てていくかという戦略を立てます。

だから国の戦略としても挙がってきています。

もちろん、現場からの要請もあります。 

僕は、去年ぐらいまで、文科省から特別な

お金をもらって、「アートマネジメント教育に

よる都市文化再生」というプロジェクトをや

っていたんですけれども、そのとき立てたプ

ログラムは三層構造になっています。という

のも、音大や芸大でないところでやるからで

す。 

一つは、やっぱり芸術のよき担い手といっ

ても色々あるんだけれども、よき聴衆と観客

を作るために、芸術の仕組みを伝えます。芸

術はどうやって運営されて、成り立っている

のか。 たとえば、きれいな花が咲くまでに、

やはり土を運んだり、レンガを並べたり、水

をまいたりといった大変な苦労があって、き

れいな花が咲いているわけですよね。芸術学

は、そのきれいな花を分析したり、その美し

さを語る、あるいは A と B がどのように違う

のかということについて言えばよかったんで

す。ですが、きれいな花に発達するまでの、

ものすごい努力があるわけですね。だから、

実際にその美しい作品ができるまでに、どう

いう仕組みが機能していて、どういう人が動

いているのか、ということも含めて、トータ

ルに、芸術というものを享受できるんだとい

うことを知ることがまず大事だと思うんです。 

なるべくならば、何百人もの人に受講して

もらいたい。将来アートマネージャーになら

なくても、一般の学生に、芸術を享受すると

きの物の見方として、どうやって芸術が運営

されたり、作られるのかを、そういう裏の仕

組みを知ってほしいと思ったんですね。だか



ら、第一段階は、いわば、教養としてのアー

トマネジメントというところで考えてくださ

い。 

その次のステップは、発達学部という旧教

育学部系のところと連携してやっていました。

その学部には、実際、実技や芸術理論の授業

もあってアーティスト、音楽の先生、美術の

先生になりたいっていう人がいるんですね。

で、そういった人たちが自己表現、半プロと

して、自己表現をするために、セルフマネジ

メントが必要ですよね。というのも、トップ

クラスのアーティストでない限り、マネージ

ャーなんて付くわけないですからね。だから、

第二段階のステップとして、どう自分をマネ

ジメントするのか、セルフマネジメントの能

力が付くようにというのが考えられる。 

第三段階として、たとえば、国際文化学部

というところで、アートマネージャーとして

就職する人は数パーセントですよね。ここに

もいま来ているけれども、みんなアートマネ

ージャーになれるか分からないですよね。そ

ういった条件のなかでも、最終的に何人かは

プロフェッショナルとして残る人はいる。僕

はアートマネジメントをやったり教えたりし

て 10 年ぐらいですけれども、僕から見ても苦

節 10 年ですね。10 年かかって、様々な経験

をして、インターンをやったりアルバイター

をやったりしながら、ある重要なポストをま

かされて、やりきったときに、やっとみとめ

られて、飯が食えるアートマネージャーにな

れる。だから、座学からはじめて、10 年かか

って、30 歳ぐらいなって、やっと独り立ちで

きる。アートマネジメントもアーティストに

なるぐらい厳しい、サバイバルの世界。だか

ら、そこにいくまでの覚悟を身につけてもら

うような下準備をしてもらうことが、第三段

階としてあったんですよ。 

だから、究極的にはプロの専門職としてア

ートマネージャーとしてしていく人、あるい

は、メディアに入ってもできるから、新聞社

とか放送局の事業部みたいなところね、アー

トマネジメントは仕掛けられるし、企業でも

メセナ部門に入れば、場合によってはできる

し、行政の中でも文化政策課に入ればできる

ので、将来的なことも含めて、アートマネジ

メントを専門とできるような人材を育てると

いうのが、一番上の段階。でも、パーセント

としては非常に少ない。そういう三層構造で、

一応計画して、カリキュラムを作って、教育

を始めたんですけれども。 

 

栗田：非営利のマネジメントというのは自己

矛盾だと思います。マネジメントというのは

色んな場面においても、うまく運営しなけれ

ばいけない。たとえば、ファンド、支援金な

んかですね。いずれにしても、運営を継続さ

せるマネジメントとあまり差がないように思

います。 

それで、さっきでていた「アートマネジメ

ント資格制度」については、同じような資格

で学芸員資格があるけれども、あれは４年大

学でもらえるけれど、活かさなきゃ何の役に

も立たないような資格だと思う。あれは一種

のアートマネジメントの走りみたいな部分だ

と思っているんだけど、学校出てすぐにもら

えるような資格、教員免許もおそらくそうな

んだけれども、それ自体が役に立つのか、何

の役にも立たないのか、そこでどうやってい

くか、ということは自分次第じゃないかな。

職業の履歴書の欄に書けるものではある、と

いうだけの資格。今、アートマネジメントを

学んでも、アートマネジ−ジャーになれるかな

れないか、ということはかなりの覚悟をもっ

て臨まないといけないよな、という感じがあ

ると思います。 

最初にも言ったけど、みなさんには悪い

けど、不況の時代だから、どの学部、学科を

出ても、同じことが言えるかもしれない。そ

う言った意味では、等しく平等なのかもしれ

ない。かなりの根性とそれをやる本気と、本



当に自分が行くべき道が見えないと、アート

マネジメントをやるのか、パフォーミングア

ートをやるのか、現代的な音楽をやるのか、

自身の進路を決めるのが難しいですよね。か

といって、時代に応じて変わる場合もありま

すよね。 

実は、私は、就職段階ではレコード会社

のディレクター志望だったんですよ。つまり、

僕の就職段階では、音楽を考えて、自分でタ

レントを探してきて、どこに売ろうか考えて

いた人がいたの。名だたる大学を出た人が音

楽のディレクターをやっていたの。でも、そ

のシステムが崩壊したんです。というのも、

音楽家自身もプロダクションを作って、持ち

込むようになったから。 

アート分野っていうのは、時代を象徴する

ような分野なのね。だから、これからどうい

う風な形でアートマネジメントが生きていけ

るかは分からない。まさに今は今としてアー

トマネジメントがあるけれども、将来は将来

として違った形になっているかもしれない。

今は、アートマネジメントで食べていくのは

しんどいことだけれども、未来はもしかした

ら、ポルシェに乗れるような業界になるかも

しれない。 

 

橋本み
6
：でも、運営費を出そうと思ったら、

観客が好いてくれるようなものでなくてはな

らないわけで。 

 

栗田：嵐、AKB をプロデュースすればポルシ

ェに乗れるわけね。だけど、嵐や AKB をマ

ネジメントするのとアートをマネジメントす

るのは違うでしょ。そうすると、どこまでア

ートなの？という疑問が生まれてくる。それ

が一番先生の悩ましいところではないかと。

アートというのは、必ずしも儲からない。 

 

 

 

やりたいもの、聴きたいもの、仕掛けるべきやりたいもの、聴きたいもの、仕掛けるべきやりたいもの、聴きたいもの、仕掛けるべきやりたいもの、聴きたいもの、仕掛けるべき

ものをアレンジするものをアレンジするものをアレンジするものをアレンジする 

藤野：だから、すごく易しく説明すれば、僕

は、「神戸国際芸術祭」というのを毎年やって

いて、この間終わったばかりです。今、来年

のための、また産みの苦しみの時期なんです

けれども、アーティストが、やりたい曲って

いうのがあるんですね。たとえば、ヨーロッ

パで受けているからとか、新しい曲を発掘し

てすばらしいからという理由で。でも、やり

たい曲であっても、日本では全然認知されて

いない曲、地方都市では絶対にお客さんは入

らないっていうことがあるんですね。逆に、

「これだったらよく知っているから聞きにい

こう」っていう、絶対にお客さんが入る曲も

あるんですね。だから、アーティストがやり

たいって思っている曲とお客さんが聴きたい

と思っているプログラムは違う。それから、

たとえば僕がアートマネージャーやプロデュ

ーサーという立場だったら、今は少なくとも

評価は定まっていないし、少なくとも日本で

は定着していないけれども、これは絶対紹介

すべきであるという、「べき論」でやるものが

あるわけです。それは、僕の美的な判断力と

か経験知でもって、判断するものですよね。 

だから、アーティストがとにかくやりたい

っていうもの、それから、お客さん、オーデ

ィエンスが求めているもの、「これを聴きた

い」とか、「見たい」とかっていうもの、それ

から、もう一つは、仕掛ける側が、「今はこう

だけれども、でもぜひすべきだ」と価値をお

いているもの、これら３つをうまくコーディ

ネートできる、調整できる能力をもつという

ことが、アートマネージャーにとって非常に

必要なんじゃないかなと。公共ホールで働く

にしろ、財団で働くにしろ、NPO で働くにし

ても、大切なことなんじゃないかなって思う

んですけれども。でも、ここらへんは現場で

たたかれて、苦労しているお二人から聞きた

いと思うんですけれども。 



現場ではアートマネージャーとは言わない現場ではアートマネージャーとは言わない現場ではアートマネージャーとは言わない現場ではアートマネージャーとは言わない    

芹沢
7
：現場にいるとこういう話が、どう言っ

たらいいのかなぁ、分かんなくなるんです。

アートマネージャーって言いますか？ 

 

山出
8
：いやー、言わないですね。 

 

芹沢：本当のところ、アートマネージャーっ

ていう職種なるものを聞いたことがないです。

アートマネジメントという言葉は、楽だから

使っちゃいますけど。プロデューサーとかデ

ィレクターとか、そういう表現や肩書きをさ

れるけれども、本当はどうでもいいんだと思

います。というのも、肩書きはアートディレ

クターですかっていわれると、「はい」って答

えるしかないし、「何とかプロデューサーです

か？」ってきかれても、「はい」って答える。

プロデューサーやディレクターっていう肩書

きはそういう感じで、結構インチキなところ

があると思う。プロデューサーとかディレク

ターとかアートマネージャーって、本当は明

確な区分けはあると思うんだけれど、現場に

いると、ほとんど意味がないっていうか、あ

んまりリアリティはない。 

でも、今の非営利っていうことについていえ

ば、僕は非営利っていうのは営利を目的とし

ていないっていうぐらいの意味だと思う。非

営利団体だって、もちろんマネジメントしま

すし。ただ、利益が最終目的ではない、とい

うことで考えますけどね。 

美術の世界では、ギャラリーを運営している、

ギャラリストっていう人たちがいますよね。

その人たちって、たとえは悪いが、要するに

大根や人参売っているのと同じように、作品

を売り買いする。作品を売り買いするから、

「コマーシャルギャラリー」という言葉があ

る。しかし最近の若いギャラリストたちは、

昔言っていたオルタナティヴスペースみたい

なことをどんどんやりだしているでしょ。ギ

ャラリーっていうのは、本来は営利目的だと

思うんだけど、最近それも怪しくなってきた

よね。営利と非営利の線引きがすごく曖昧に

なってきた。最近はもう社会のあり方自体が

ものすごく揺れ出しているから、それと連動

しているのかもしれない。職種というか、ジ

ャンルっていうのが、曖昧になってきている

と思う。 

僕個人としては、アートマネージャーという

「er」が付いているという意味で職種的なも

のはピンとこない。だけど、アートマネジメ

ントという領域の中でプロデュースだったり

ディレクションだったりは、しっくりくる。

だから自分がアートマネージャーなのかって

言われたときに、正直言ってピンと来ない。 

 

「一緒にお花を作りましょう！」「一緒にお花を作りましょう！」「一緒にお花を作りましょう！」「一緒にお花を作りましょう！」――――媒介者や媒介者や媒介者や媒介者や

エデュケーターについてエデュケーターについてエデュケーターについてエデュケーターについて――――    

F：聴いていて、僕はアート関係じゃないので、

よく分かんないですけど。ホワイトボードに

書いていいですか？なんか、話を聞いている

と、みなさん、アートマネージャーってここ

まで作っている人ですよね。不思議に、さっ

きの先生の話をきいていて思ったのが、お花

をつくるときに、作り手とお客が対立してい

るっていうのか、「これを作ったから、これを

見なさい」っていうこと。いやだったら「い

やだ」こういう感じなんです。だけど続けて

先生のお話聞いていると、「一緒にお花を作ろ

う」ということですよね。作り手さんとアー

トマネージャーさん、プロデューサーさんが

対立するって思っていたんだけれども、今、

先生の話を聞いたら、だんだん、アーティス

トさんと観客さんで一緒に作ろう、ていう気

がしたんですね。 

BEPPU PROJECT さんも一緒に何か作り

ましょうってよくおっしゃいますよね。だけ

ど、観客側からするとアートマネジメントの

領域が全くわからないんですね。何でお金が

回っているのか、いつどんなんやっているの

か、何で運営しているのかが分からないんで



す。そのときに、アートマネージャーが、一

般教養として、「実はこのように回していま

す」「一緒にするんだったらこういうやり方が

あります」というのを教えてくれる人なのか

なぁと思ってきたんです。 

でも、さっきから話を聞いていると、みな

さん、知的だから、アーティスト側の話をす

るんですね。「アーティストがこうしたい」と

いう話や営業の話とか。でもっきの先生の話

だと、協力して、お花を一緒に作ろうねとい

う感じなの。例えば BEPPU PROJECT さん

が、じゃあ僕らと一緒に何か作ろうと決めて、

僕らに持ちかけてくる。正直に言うと、僕ら

はやりたいけど、アートマネジメントやアー

ティストの世界がすごく怖いの。亡霊が歩い

てるんじゃないかっていう世界に感じるぐら

い。でも、そういうときにアートマネージャ

ーさんとかが、「実はこんな世界なんですよ」

って手助けしてくれて、説明する人なのかな

って思ったんですけど、それでいいのでしょ

うか。 

 

藤野：説明する人は、「エデュケーター」とか

「媒介者
9
」また一つのアートマネジメントの

話で、これからすごく必要となってくる人な

んですね。だから、さっきの例えでいえば、

もう完成した最高のきれいな花を最初から与

えられて、それで満足する人もいます。でも、

まだ出たてのまだ花が開く前の、またここか

ら一緒に育てて、それが開いたときに、一緒

に感動することのできる人もいますよね。そ

ういう人がたくさんいるっていうのは嬉しい

ことですよね。 

F：AKB48 の活動を見ていて嬉しいです。 

 

藤野：そうですよね。天の上のような人は、

手に届かないかもしれないけど、一緒にアー

ティストと観客が育っていく。相互利用しな

がら、お互い知識も高まるし、物の見方も変

わっていくし、世界も変わっていくというこ

とができますよね。そのアーティストの卵は

まだ花開く前かもしれないけど、その一般の

市民のものを見る見方っていうのは、相互の

コミュニケーションの中で育っていく。それ

が、これからの社会の中で重要になっていく。

与えられて、ただその時間のなかで、享受し

て、消費してしまうのではなくて、アーティ

ストが育っていく過程、アーティストもとも

※当日、ホワイトボードに描かれた図 

 



に自分が変わっていく過程が大切だと思う。

つまり相互に批評しながら、フラットな立場

をもって、芸術をともに共有できる関係です

ね。 

 

栗田：批評家っていう軸をもってくるとより

分かる。 

 

藤野：そうなんです。だから、アマチュアか

もしれないけど、一市民としての批評家、あ

るいは議論するオーディエンスがいますから

ね。お金もらっている評論家よりもよっぽど

厳しい評論家はいるので。でもそういう声が

アーティストを元気づけたり、刺激したりし

てくれますね。 

 

栗田：アートマネージャーも評論家の影響を

受けて、アーティストの方にもっていくこと

もできますよね。もちろん、自分たちのアー

トマネジメントの世界もそれを受けて変わっ

ていくでしょう。そうすると、たとえば、ア

ートマネジャーは制作サイドの軍師みたいな

役割、批評家は観客サイドの軍師という分け

方もできるかもしれない。そういうような関

わり、見方もある。 

 

橋本み：アーティストと観客に二極化してし

まっていますよね。アーティストは作る人で、

観客は作らない人だって。言い方として、私

は、アートマネージャーは見てくれる人と作

る人をつなぐ人だよ、って友人・知人に説明

したりはするんです。けれども、本当は２つ

の軸で言っちゃうのはよくないと思っていま

す。観客だって作ることをしてほしいし、本

当はしたい人が多いと思うし、というのが、

このベップ・アート・マンスのコンセプトの

一つだとは思うんです。 

 で、先生がさっきおっしゃったように、そ

の二項対立的な関係をもう一つ突破できるか

もしれない、一打を与える存在として、私た

ちはエデュケーターとかコーディネーターと

か、メディエーターが要ると思うんです。私

はアートマネージャーという言葉には、もと

もと語義矛盾を含むと思っているのです。と

いうのも、芸術とか文化みたいなものが、マ

ネジメントすることは、できないじゃないで

すか。アートマネジメントを学んでいる人の

中では、アートマネージャーって言う言葉が

使いやすいから使っちゃうんですけど、ただ

「er」をつけたという感じで。でも個人的に

は、コーディネーターとか媒介者とか、メデ

ィエーターとか、そういう言葉の方がよりし

っくり来ると思っています。 

 アートに対しても、「より高尚なもの」とか

「別のところにあるもの」じゃなくて、「みん

なでやるもんだよ」とか「一緒に取り組むも

んなんだ」とか、そういう当事者意識をもっ

てほしい。何か違うところにあるものではな

いんだよっていうのを伝えていきたい。アー

トマネージャーにとっても、エデュケーター

とかコーディネーターというのはきっと大事

になってくるんだろうなと思っています。 

 

アートマネジメントの組織論とは？アートマネジメントの組織論とは？アートマネジメントの組織論とは？アートマネジメントの組織論とは？    

F：実際に橋本麻希さんに聞きたいんですけれ

ども、具体的にやってみて、どんな感じだっ

たのかな、と。 

 

橋本麻希：そのみなみさんが言っていること

に私も共感するんです。けれど、アーティス

トと観客側に分けてしまって、アーティスト

側のアートマネージャーという風に仮定して

しまったら、それも違うかなという気がしま

す。私がやっている仕事はどちらかというと、

届く方の観客の人たちの方により近い位置に

いると思います。というのも、単純に言った

ら、どうやったらコンテンポラリーダンスと

いう訳の分からないものを、新長田のそこら

へんを自転車に乗って走っているおばちゃん

たちに見に来てもらえるのかなということを



考えているからです。また、実際に、現状 s

をどうやったら変えれるのかということをプ

ロジェクトの人たちと話し合います。たとえ

ば、どこにポスターを貼ったらいいかとか。 

NPO 法人ダンスボックスは、「ArtTheater 

dB 神戸」という劇場をもっているんですね。

そこで、地元に対してどういうプログラムを

打ち出していったら、地域に根ざした活動と

言えるのか、ということを常に考えています。

そういうことは、最終的には、もちろん、上

司が決めますが。でも、上司だけが決めてい

るわけではなくて、そういうことを代表と話

す場もあります。だから、私が思うには、あ

の図では、私はマネジメント、アーティスト、

聴衆などの中では色んな場所にいるんじゃな

いかと思います。 

 

栗田：今、上司という言葉が出てきたんだけ

ど、でも、アートマネジメントって、非常に

自律的な職業で、必ずしも、上からのトップ

ダウンでやんなきゃいけないようなもんじゃ

ないよね？ 

 

橋本麻：それはそう思います。 

 

栗田：面白いよね、自律的な仕事なのに、上

司がやっぱりいるんだよね。 

 

橋本麻：そうですね。それは、もちろん、組

織ですから役職がないと成り立たないかと。 

 

栗田：でも、いなくても成り立つんじゃない？

どうだろう？ 

 

橋本麻：成り立つかもしれないけど、うまく

いかないと思います。 

 

栗田：そうかなぁ。それはわからないんじゃ

ないかな。大企業でも、経営論や組織論で「ど

ういう組織のあり方が最良なのか」いうとこ

ろで、相当悩んでいるんです。たとえば、ど

ういうチームが強いとか、軍隊組織がいいの

か、ネットワークが要るのか。二番目に挙げ

た、軍隊組織はいいときはいいけど、限界が

あるよね。創造性は摘まれちゃう部分がある

でしょ。三番目に挙げたネットワークはいい

んだけど、無能な人が勝つ場合もあるし。難

しい問題ですよね。 

藤野先生、アートマネージャーは組織論と

してどのようにあるべきなのですか？ 

 

藤野：色々とあると思うんです。たとえば、

上司に強烈なディレクターがいて、そのもと

で頑張っているんだけど、いつも抑圧されて

いる。でもこの職場で 10 年頑張ってきた。け

ど、日の目をみない、自分は評価されない。

そういうときに、普通は、この殻から飛び出

しますよね。独立する、あるいは別の自分の

能力を活かせる職場をもって、自分の能力を

活かしたいんだというように。でも、もしか

したら、「鉛と鎖」という関係があるのかもし

れない。最初から自発性がどこまで発揮でき

るものなのか、ということはすごく難しいで

すよね。 

 

橋本み：最初は経験のある人のもとで、ほぼ

ゼロの状態から現場をみせてもらうのがいい

かと思います。というのも、経験がなくては

どうにもならないことがたくさんあるので。 

私の経験なのですが、藤野先生が、現代 GP

というプロジェクトで、文科省からお金を貰

って下さっていたので、神戸の灘区っていう

一つの地域において、その地域の人たちに来

てもらうためのコンサートっていうのを、学

部生と院生、研究員の方と共に、企画の段階

からやってみたんですね。初めて私が関わっ

たとき、学生のトップは院生の先輩で、その

下に私と友人が 2～3 人いました。で、研究員

の方というのは、アートマネジメントの経験

がある若手の方で、何人か神戸大に勤めてい



らっしゃいました。資金のこととかは、私た

ちなかなかタッチできないので、かなりその

方たちにやって頂きました。しかし、細かい

こと、たとえば、ダイレクトメールの発送の

仕方とか、いつも来てくれる顧客への手紙と

か、イラストレーターというチラシをつくる

ソフトの使い方とかを教えてもらいました。

そういうことは一から自分で「さぁやってみ

るか」ではなかなかできないことで、「ここは

こうするんやで」とか、「ここはこうした方が

効率がいいんやで」とか、地道なことをその

方々のサポートの下でやらせてもらえたから、

企画が成り立ったんです。 

 そういう上司とまではいかないかもしれな

いけれども、手ほどきをしてくれる人は、い

てくれた方が嬉しいし、教えてもらえる余裕

があるということにとても感謝したなという

経験があります。 

 

栗田：いいケースもある。だけど、悪いケー

スもあると思うんだけれども。 

 

藤野：インターンシップに行くところで、も

のすごく稼働率が高いところについて、その

問題が言えるでしょう。例えば、南田さんは、

兵庫県立芸術文化センターという、非常に稼

働率の高い活気のあるホールでインターンを

やっているんですね。そこが創設された時か

ら、僕の研究室の院生と学部生は、インター

ンシップやってきた。これまでに、何十人も

経験してきました。でも、問題は現場が急が

しすぎて、誰も教えてくれないこと。ずっと

同じ部署に配属されていて、最低賃金程度で

単純な労働だけを労働者のようにやっている。

だから、ホール運営の全体像が掴めない。そ

うすると、半分の学生は、アートマネジメン

トっていうものに、がっかりしますね。それ

でも、半分の学生は、教えられなくても学び

取ろうとして、がんばっています。 

 

栗田：もともと、アートマネージャーの人口

自体が少ないから、誰かが辞めたり、休職し

たりしないとなれないよね。たとえば、吉本

興業だと、2000 人応募して、5 人ぐらい採れ

ばいい方なのね。だから、そういう採用方式

や社員教育ではなくて、徒弟制度がいいなと

思います。徒弟制度ってメリットがすごくあ

る。そもそも、本当にしつこいやつしか残ん

ない制度だからね。芹沢さん、それやったら

どうですか（笑）。 

 

営利団体と非営利団体の違い営利団体と非営利団体の違い営利団体と非営利団体の違い営利団体と非営利団体の違い――――NPONPONPONPO 法人法人法人法人

BEPPU PROJECTBEPPU PROJECTBEPPU PROJECTBEPPU PROJECT を例に―を例に―を例に―を例に―    

藤野：BEPPU PROJECT ってどういう組織

形態なんですか？ 

 

山出：うち、2 月中旬に求人出しますよ。 

 話は変わりますが、麻希さんは、自分がア

ーティスト側ではなくて、観客側だ、むしろ、

アーティスト側と観客側の線引きはないと言

うけれど、僕は、彼女はアーティスト側だと

思う。なぜなら、アーティスト側と観客側の

線引きができていないと、アートマネジメン

トの話をしていても駄目だと思うからなんで

す。 

僕は、もともと作り手なんですよ。経緯を話

すと、高校三年生、ちょうどバブルの絶頂で

1988 年ぐらいのときに、地元で個展を開催し

ました。バブル期だったということもあって、

全然専門的な教育を受ていないのにも関わら

ず、作品だせば、20 点全部完売したんです。

その翌年に、もうちょっと大きい展覧会を開

催しました。それで、その稼いだお金を持っ

て、ヨーロッパに行った。だから、アートっ

て売れるんだって思ったんですよ。それで、

この世界に入っているのね。この経験はちょ

っと変わっていたかもしれないけど。ヨーロ

ッパに渡ったあとも、色んなレジデンスに入

ったりとか、賞もらったりして。2004 年の秋

に帰国したんだけど、その後、なぜかこうい



う仕事を 5〜6 年やっています。だから、今は、

アーティストとしてものを作り出す側とつな

げる側を両方やってることになります。 

で、僕の経験から言うと、もともと僕のアー

トマネジメントっていうのは、営利的なとこ

ろから始まったんですよね。でも、そのうち

に、美術館のエデュケーションというか、ど

うやってアウトリーチしていくか、というこ

とを考えるようになった。そうすると、アウ

トリーチの考え方とか仕方とかを何とかしな

くてはいけないなと思ったの。 

 じゃあ、今と昔はどう違うかというと、営

利か非営利かの違いです。だけど、非営利は

決して金儲けしないわけじゃない。非営利で

も売り上げを見て「結構営利しているじゃん」

って思われるかもしれない。でも、利益を分

配せず、次の事業を開催するために利益を上

げるのです。だから、非営利なんです。 

それ以外にも、非営利の理由はあります。営

利の場合だと、観客が求めているものに対し、

デマンドを提供するのです。一方、非営利の

場合、観客が求めていない部分をみんなに届

けたい、というところから始っています。ま

た、観客のニーズを引き出すっていうのがあ

ります。この両者をどうつなぎにいったらい

いか、を考えることが非営利マネジメントに

は非常に重要ですね。 

もう少し、ニーズの話を掘り下げようと思い

ます。ニーズっていうのは、マーケティング

をして、両者の隙間をうめていくっていうの

がなかなかできないものなのです。たとえば、

今日、この商店街で、僕の大好きな、おじぎ

草さんっていうアーティストがパフォーマン

スをやったじゃないですか。でも、あれはあ

まりにも珍しいパフォーマンスだからおばち

ゃんたちは、距離をとって見ていた。それを

僕はおもしろいなと思っていた。それに対し

て、AKB であるとか、嵐であるとか、そうい

うものっていうのは、みんな見たいと思うじ

ゃない？おじぎ草さんと嵐や AKB の違いっ

て大きいよね。実感としてこれが、デマンド

とニーズの問題。 

じゃあ、ニーズからもう少し話しを掘り下げ

ると、おじぎ草さんって、今だれかが求めて

いるかっていうと、誰もそうは思っていない

と僕は思う。ただ「ああいう人がいた」「ああ

いう人がいたら面白いよね」って思っていく

価値観を見出していくことが大事。それをど

うやってつないでいくか。これは、アートマ

ネジメントにとって重要なことだと思うんで

す。すごく時間がかかる。あと、みんな生き

ていかなければいけないから、どうやってお

金に換えるか。もちろん、ワーキングや売っ

たものに対してお金が入ってくるわけだから、

それで生活をするんだよね？ 

で、お金に換えるときに２つ方法があるんだ

けれども、まず、彼の音楽が、パフォーマン

スがすばらしい価値なんだっていうのに対し

て、対価を払うやり方。次に、アーティスト

が絵を書いて、それをギャラリストを通して

ものを売るやり方。 

NPO を含めて、アーティストその人のある種

の職能を、社会に必要とされるものとつなげ

ることがアートマネジメントを考えるうえで

重要なんだよね。だから、BEPPU PROJECT

はどちらかというと、前者になりたいと思っ

ている。けど、それは、なかなか難しいこと。 

例えば、昨年 BEPPU PROJECT の企画でレ

ジデンスしたアーティストの幸田千依さんの

作品は売れなかった。ちっちゃい作品だった

ら売れるかもしれない。だけど、大きいのだ

ったら売れないんだ。この町には大きな作品

を展示する場所が少ないのかもしれないし、

絵を買いたいと思う人が少ない、という印象

を僕は受けている。たとえ、有名な人の絵で

もね。 

だから、まず、デマンドとニーズをまず線引

きしたほうがいい。次に、それをどうつなぐ

のか。全然知らない人にどうアプローチする

のか、ということが課題になるよね。 



よく街中の人は、「こんなん分かりません。素

人ですから」っていうよね。だけど、よくは

分からなくても興味があるから横に座ってみ

ている。そのチャンスって結構大きい。だか

ら、そういうところで、「あ、そうか！僕もア

ートマネジメントの一員だ」と思ってくれれ

ばすごくいいですよね。 

話がだいぶ遠回りになってしまったけど、さ

っきの麻希さんの話は、悪いんじゃない。け

れども、「観客のほうです。アーティストの方

ではありません」っていうけれど、麻希さん

はアーティスト側の方だと思うんですよ。な

ぜかというと、「発信したい。分からない市民

に、長田の人に伝えたい」っていう思いがあ

るからです。その思いを抱いたときに、アー

ティストと観客を線引きしているんですよ。 

アートマネジメントっていうのは、線引きを

するのではなく、そのギャップを埋めること

だと思う。そのために必要となる、働き方、

動き方の違いだと思う。たとえば、「つなぎ手」

として、テレビの前に出て、いっぱい色んな

ことをしゃべって、口論している人もいる。

あるいは、「つなぐ」ために裏方で計算をする

人もいるよね。でも両者とも、ギャップを埋

めていく、つなげていくことには変わりない。 

で、また、ニーズの話に戻るんだけれども、

街中の商店街のにぎわいをどうやって作るの

がいいのかって言うのに対して考えることも

そうです。というのも、この商店街みている

と、午前中、ものすごく人が少ないでしょ？

でも、夜は結構多くなるの。飲食店もあるし。

で、男性がどんどん多くなる。街の機能とし

ては、「夜、男性、中高年」というのが中心な

の。それがここの街の構造なの。だけど、そ

の午前中の時間に、いろんな人に来てもらい

たいなっていうのを考えたときに、今の課題

として何があるのか。 

お店が開いてもないこともある。人が通ると

きにどうやって使われているかというと、通

路として使われていて、自転車がすごく多い。

大変危険だよね。本来、商店街は人の目が通

りの中心を向いていて、大変安全な場所なの

にもかかわらず、注意をして歩かなきゃいけ

ない商店街になっている。そのために、どう

いうことをすれば、商店街に人に住んでもら

うっていうのを考えつつ、街の活性化に寄与

できるかなと思っていて。 

具体的にいうと、「清島アパート」にはアーテ

ィストがいて、彼らは展覧会をこっちでして

も、実際の仕事は東京に行かないといけない、

という現状がある。すごく矛盾があって、何

か仕事ができないか、と考える。また、北浜

の旅館街にしても、あるホテルにお願いをし

て、客層をみせてもらったら、家族連れ結構

多いの。団体客って 19％しかない。この人た

ちが、ちょっとどこか寄れるところがあれば

いいなっと思う。そして、僕自身小さい子供

がいるんだけど、ちょっとした遊び場があっ

たらなと思う。ということを、色々組み合わ

せて、おもちゃをたくさんあつめた広場を作

ろうとしたの。それも、おもちゃは、いまま

でどこにでも売っていないようなものを作り

たい。そのために、アーティストと一緒にこ

れから考えていくんです。 

 で、それを本格的に展開していく、さらに

は、商品化して販売していくためには、この

くらいの期間が必要ですよ、運営する人材が

必要であるから、雇用を作るためにこの程度

必要だと言うことをクライアントに説明し、

理解を求める。アーティストがこういうこと

発信したいっていうことから進むこともある

けれど、こういうふうに地域と社会の関わり

をつないでいくことによって、もしかしたら、

さらに必要なことが見えてくるかもしれない。 

 

アートマネージャーに適した人材とは？アートマネージャーに適した人材とは？アートマネージャーに適した人材とは？アートマネージャーに適した人材とは？    

F：僕は、仕事は自営業なんですよ。で、この

前開業して、その前から広報の方がうちにき

て、色々ものを置いていったんですよ。例え

ばアートマンスのものをおいていたりとか、



この企画がありますよっていうのも。でも、

患者さんも、私も、ほとんど知らないわけで

すよ、BEPPU PROJECT さんがされている

ことを。別府市民、そこらへんに住んでいる

町なかの人たちとかは、「しらない」と言うと

思う。だけど、一部の人たちは知っているん

です。知っている人は知っている。けど、知

らない人は知らない。何やっているんだって

いう。 

広報は、「こういうことしていますよ」「こ

ういう活動していますよ」「見に来てくださ

い」っていう話をしているんだと思うけれど

も、市民とのギャップをすごく感じる。いく

ら一生懸命やっていても、知らない人は知ら

ない。そこらへん通っているおじいちゃん、

おばあちゃんは知らないし、「何かまたこうい

うなんしているな」で終わる。だけど、アー

ティストに興味がある一部の人は、関与はし

ている。知っている人は、僕が知っている限

りでも、「熊本から来た」とか、「湯布院の方

からまわってきました」と言う人もいる。人

の流れができるのは、いいことだけど、まっ

たく関与しない人いるし、関与している人は

関与している。 

 

栗田：違う人がいる。いつもいない人がいる。

それが面白い。 

 

F：だから、そうなったときに、別府に住んで、

かれこれ長いんですけれども、一生懸命やっ

ている人だけや見ている人だけの世界になっ

ていて、ギャップを無視しているように思う。

大きな規模でやっているけど、みんな気づか

ない現状がある。だから、このフォーラムに

来たんです。 

さっきの話をきいていたら、想像していた

よりもすごい「作り手」の話をするじゃない

ですか。でも、アートに興味がない人たちは、

どうなんのかなって思う。だから、おじいち

ゃん、おばあちゃんとかに、「これやっている

からみてごらん」って話しかけられない。 

 

山出：彼らにとっては関係ないことなのかも

しれない。やっていてもなかなか難しいです

よね。私は関係ないって言う人は、ある種仕

方のないことなのかもしれないと思っている。

でも、僕らの伝え方が悪いのもあると思う。

もっと丁寧に伝えなければいけないことでは

ある。けれども、一方で、時間をかけて、プ

ラクティカルに続けていくというのも、とて

も重要だと思います。 

というのも、platform02 での経験があるから

なんですね。あそこの前の「ブティック太陽」

のお母さんが展覧会準備していると、必ず来

てくれるんです。「私には分からない」と最初

は言っていたけど、だんだん回を重ねてくる

うちに、「この色が良い」とか「これは湯布院

の山を表現している」とか自分の言葉で語っ

てくれるようになってきた。それが実際に、

正確な見方かどうかは分からない。第一、正

確な見方があるのかも分からない。チラシ配

って、「これ見てくださいよ！」って呼ばれて

も、すぐに消化できないこともある。やっぱ

りいつもそこでやっているから、おばちゃん

は見に来てくれているっていうことが大切。 

だから、「アートマネージャーに適した人材と

は」という話に戻すと（笑）、これは明確です。

アートマネージャーは、しっかり理想を思い

浮かべる、それを求め続けていこうとする、

つまり情熱を持って継続する力が、本当に重

要だと思う。 

 

批評と対話の能力は不可欠批評と対話の能力は不可欠批評と対話の能力は不可欠批評と対話の能力は不可欠    

F：ドラッカーのマネジメントじゃないですけ

れども、顧客に対して、どれくらい思ってく

れているかですよね。ただ、アーティストさ

んは、発表して、見てほしい、っていう気持

ちがあると思うんです。それを見ていて、僕

も流行ってほしいと思います。 

 



栗田：なかには、独りよがりだなって思うア

ーティストもいるよね。もうちょっと説明が

いるよねって思うアーティストが。もっと自

分の意図を的確に表現できないかなっていう

こともあるしね。やっぱり、文句つけたらい

いんだよ。分かんないって。正直分かんない

ものも多いんだから（笑）。 

 

F：説明して欲しいんですね。何やっているの

か分かんないんです。どこで、いつ、なにを、

とか。これはどういうもんだとか。別に、別

府に住んでなくても、知っている人は知って

いるんだから。 

 

K：僕が分かんないのは、何で黄色いかぼち

ゃはあんだけ売れるのか。ネームバリューな

のかなぁ。人というのは、人が欲しがるもの

を欲しがるからね。それまで売れていなかっ

たものでも、あるとき、突然、ルソンの壷み

たいな世界になることもあるじゃない？千利

休が一夜で秀吉に見出され、すばらしい茶人

になるように。 

いろいろ見ていても、あれでいいのかって

いうものはありますよね。無名なんだから、

有名人よりももっと説明しなきゃいけないと

思うんだ。 

 

藤野：発言してもいいですか。作り手である

アーティストは、言葉のアーティストもいま

すけれども、言葉ではない手段をもって表現

するアーティストもいますよね。絵とか音楽

とか、芝居は言葉が入るけれども、ダンスも

非言語でやりますよね。その制作したアーテ

ィストが、自ら言語化して、説明する、いわ

ゆるアーティスト・トークというのは、必要

とされていることはよく分かります。僕もマ

ネジメントしながら、「それもあったほうがい

いな」って考えるんです。 

でも、もう一つの視点として、アーティス

トが発表したものというか、世の中に問いか

けたものっていうのは、それだけで自律して

いるっていう考えが一つありますよね。その

ように、自律した作品そのもの、つまり、そ

の制作者の意図を超えて自律して、社会の中

に投げ出されたときに、それに対して誰がど

う反応するか。まさに、作品そのものと、そ

れを受け取る側が、「対話する」いい関係がで

きるというのが重要だと思うんですよ。 

 ただ放り投げられて、「わかんねえや」って

顔を背けて終わるのか、そこに、さっきみな

みさんが言っていたメディエーターとか仲介

者が入るのか。でも、仲介者は作品の、作者

の代弁をするわけではないと思うんです。そ

れは、一つの意図や見方を押し付けることに

なって、権力関係になってしまうからです。

そうではなくて、自律した作品を通して、そ

れを受け取る側が、何を感じ考えるかを、い

わば促すような役目を仲介者は担うのです。

あるいは、ものの見方って人それぞれ全員違

う、絶対的に、あなたと私がパーソナリティ

の面でも違うっていうのと同じだけ、ものの

見方だって違うわけですよね。そのものの見

方、感じ方の差異っていうものをどう開いて

いくか。差異をどう媒介して、さらに自分自

身の気がつかなかった自分に気がつかせるよ

うな方向にどうもっていくのか。そのような

意味でのメディエーターというのは、すごく

重要だと思う。作品鑑賞において、仲介者は

すごく重要な役割だと思うんですよね。 

仲介者の部分に、先ほど話がでた批評とい

う部分が絡んでくる。どうやって相互批評っ

ていうのが噛み合ってくるのか。そこの空間

が、新しい市民社会とか、政治的に正しい判

断ができる市民が育っていくために、非常に

重要なツールですね。ツールって言ったらま

た誤解が生じるけれども、アートが今のよう

な形で、政治的な判断力を養うメディアにな

っていく可能性があると思うんですね。 

 

山出：お昼のシンポジウムで大阪市立大の



佐々木先生が「創造都市」について公演され

ましたよね。「創造都市は騒々しい」という言

葉かけを踏まえつつ。先生はイタリアのボロ

ーニャに留学されていたとのことでしたね。

ボローニャでは、バーに行って、ビールとか

ワインとか飲んで話していたというけれども、

それで、みんな話すことは、サッカーの話か

政治の話しかしないとおっしゃっていました

ね。 

サッカーつながりでいうならば、ブラジル人

はサッカーの話をみんながするんですね。サ

ッカーをする環境を変えろとか、代表がなん

だとか、騒々しい。でも、その批評ができる

のは、そこにルールがあるからなんですね。 

でも、アートの場合、ルールは本来ないもの

ですよね。説明するべきものでもなかったり

する。でも、先ほど F さんがおっしゃるよう

に、説明をしてほしい、ということが往々に

してあります。実際、僕らは、その作品が「何

を書いているのか」ということを知ることで、

安心していくようなところがある。でも、そ

れでいいのでしょうか。「自発的に自身の感情

を考えろ、思え」っていうのは、アーティス

トだけの問題じゃなくて、本来は観客にも言

えることなのかもしれない。だけども、僕ら

は、「自発的に自身の感情で考える」という教

育や経験を子供のころからされてこなかった。

でも、そういうことを改めて考えていく必要

があるなぁという気がするんですよね。 

 

森國：そろそろお時間なので、どうしても言

っておきたいことがあるとか、あと、質問、

この人にどうしても聞いておきたいというこ

とがある方がいらっしゃれば、お願いします。 

 

栗田：私が言いたいのは、より多くの人に理

解してもらいたい、という心が必要だと思う。

自分の作品を一生かけて作っておきながら、

それを金庫の中にしまって、死んでしまうっ

ていうのは、一番いやなことだと思う。でも、

死んでからっていうアーティスト多いですよ

ね。たとえば、バルトークとか。そういう死

に方をしないためにも、同時代の共感者が生

きているうちに、おいしいお酒を飲んだ方が

いいんじゃないかって思うんです。というの

が、僕からの提言（笑）。 

 

橋本み：そう思います。私も、できるなら、

売れないより売れた方がいいと思うんです。 

 

藤野：じゃあ、楽しめるものの方がいい？ 

 

橋本み：アートマネージャーって重い意味で

は、作家の人生を半分背負っているところも

あると思っていて。 

 

栗田：だって、自分の人生と一緒だもんね。 

 

橋本み：だから、批評家とは厳密には職業が

違うんですけれども、よき相談相手であり、

かつクリティックでないといけない部分もあ

ると思うんですよ。人によって、作家に言う

ことは違うかもしれないですけど、自分が「何

か今のは違う」って思ったときは、そう言っ

てもいいときがあると私は思うんです。その

意味では、作家が何をしてもその人の表現だ

ったら何でもいいとは思わないですね。 

 で、批評家的な役割について、もう一点言

うと、例えば作品が、どうしてもわからない、

取りつく島がない、と感じることはよくあり

ますよね。人によって違うと思うんですけれ

ども、そのときに、たとえば、文章的な面で

説明を加えてあげるとか、美術館だとかだっ

たらオーディオガイドだとかは、ある程度は

必要なのかなって思っています。日本の美術

館って、常設展示に、オーディオガイドがな

いっていうケースが結構よくあります。です

が、欧米にいくとかなりの美術館に、コレク

ションについてオーディオガイドがあって、

ある程度納得する説明がついてるんですね。



でも、それを聞いて「あぁ聞いた！」ってそ

れで納得して終わるのも駄目だと思うんです。

ないよりかはあった方がいいんだけれども、

そういう説明を聞いた結果、「オーディオガイ

ドではこういわれていたけれども、自分はこ

う思うな」っていうことを、本来は考えてい

くべきだと思います。オーディオガイドを聞

いた積み重ねによって、自分なりの考えが出

てくるということが一番理想だと思うんです

よ。だからキャプションっていうか、説明事

項があって、それを鵜呑みにするだけではな

くて、できればそれを積み重ねていった人が

子供から大人になる課程で、「でも自分はこう

思う」という見方のを確立するのが一番理想

かなって思います。 

 

圧倒されるような体験をする圧倒されるような体験をする圧倒されるような体験をする圧倒されるような体験をする    

山出：でも、自分自身の批評を生み出すまで

にたどり着かない人は、まさに、キャプショ

ンの鵜呑みになりますよね。けれど、ものご

とを知るきっかけってあると思うんです。 

たとえば、バックギャモンというゲームがあ

る。7,8 年前までは全然しらなかったんですね。

している人を見たことはあったけど全く興味

がなかった。けれど、その後、ある方から「バ

ックギャモンは好きか？」と聞かれ、分から

なかったのでインターネットでルールを調べ

てみた。それで、いろんな記事を読んでいた

らすごく面白かった。こういうたまたまの出

会いってあると思うんです。 

で、先ほど K さんがおっしゃったことに対し

て、僕は同意です。「いい作品か、悪い作品か

言えない」とか批評的、理論的な話よりも、

みなさんには、圧倒的な体験をしてもらいた

い。多分、藤野先生も、僕らも、どこかでそ

のような圧倒的な体験をしているんですよ。

だから、こうやって熱く語るんです。どこか

ですっごい体験をしてほしい。だから、もし

少しでも時間が出来て見にくれたら、もしか

したら「わ！！！」って思う作品と出会うこ

ともある。人からアートの世界に入るのもあ

るし。 

 

芹沢：自分が「これだ！」と思った作品を市

民にアピールする努力を続けることが絶対必

要になってくる。アートって「難しい」とか

「関係ない」とか、すぐに言われやすいよね。

これがいくら必要だって僕らが言ってもさ、

関心がない人は、関心がない。関心のない人

は、アートなんか本当にスルーしちゃう。 

僕の経験だと、昔 P3 を設立したてのころ、

本当に一生懸命広報したつもりになっていた。

でも、「なんでこんなところに、こんなんある

の？」「全然しらなかった」って、後で言う人

がいっぱいいる。「じゃあ、何でそうなるのか」

と考えたら、やっぱりアートに関心がない場

合には、広報をいくらしても全く見えないと

いうことだ。そこにあるのに見ない、という

ことがよくある。でも、観客に「分からない」

といわれても、それは、分野のちがうことで

あっても、アートであっても、アートと何か

が抱き合うものであっても、みんながアート

のルールを知らなければならないか、という

と多分そうではないと思う。サッカーファン

がみんな、サッカーのルールを熟知している

かといったら、そうではないだろう。「好きだ

から知ってほしい」って純粋に、ずっとアピ

ールし続けることは重要だと思う。けれど、

それが報われないからといって、その行為が

本質的に駄目だったと思う必要はないような

気がするんですね。ただ、そういう圧倒させ

られるものに触れる機会がなかったというの

は、人生としてもったいない話だと思うんで

す。 

一年前もそういう話をしたけれど、やっぱり

自分の中に「そういうすごい作品と出会って

しまった」という経験があるのかないのかが

重要だと思うんです。それはモチベーション

に最大に関わると思うんです。 

僕は、教育の面では、全くアートの教育なん



て受けて来ていないんです。でも、僕は、た

またまいくつかのアートシーンに遭遇して、

こういう仕事をしている。だから、まさかこ

ういう仕事をするなんて思ってもみなかった。

その圧倒的体験をした思い出って、いつも心

の中に沸き上がってくる。そうすると、アー

ティストとつなぐのも面白そうだな、と思っ

て、何かを目指そうとする。そのモチベーシ

ョンって、ゆるがないの。あのとき得た経験

っていうのを、またできるかもしれないって

信じている。圧倒的体験があるかないか、そ

れがアートマネジメントには必要だと僕は思

う。 

 あと、１日目のこどもの話と関係するけど

ね、子供もね、アートと出会うんだったら割

と早いうちに出会った方がいい。そういった

意味で、子供たちのことも、ちゃんと考えな

くちゃいけない、と思いました。 

 

走りながら考えるしかない？走りながら考えるしかない？走りながら考えるしかない？走りながら考えるしかない？    

山出：BEPPU PROJECT に関していえば、

質問の一番目の「アートマネジメント、アー

トマネージャーに適した人材とは」という問

いに対しては、アートの経験があるかないか

というのは、ほとんど関係ない。どんな経験

をしてきたのだろうかとか、履歴はきちんと

みるけれど。面接を受けに来た人に会って、

体力ありそうな人で、きちんと挨拶ができる

人で、笑顔で、はきはきして、とかを重視し

ている。割と根本的なことしか見てないです。

挨拶とかも、できない子はできないですし。 

 

栗田：友達関係が、狭い人もね。 

 

橋本み：いろんなことに興味があったり、い

ろんな人に出会うことが好きだったり。 

 

栗田：みんなと一緒、真似している人は辞め

たほうがいい。 

 

芹沢：基本的に、関係を結んだらさっさと手

をぬいちゃったりするっていうことを続けて

たら、アートマネジメントをする上ではうま

くいきっこない。これはアートマネジメント

どうのっていう以前の、人間としての基本だ

けどね。アートマネジメントでも、他人とち

ゃんと信頼感築けるか、がすごく大切なんじ

ゃないかな。まず、人が好きじゃなければ、

人間関係や信頼関係を築こうとしないよね。

そういう関係を築こうとしないでいると、こ

ういう仕事についたときに、きつくなります

よ。いやでも、人との関係性を作んなきゃい

けない業界ですから。 

 

山出：今後の課題なんだけど、アートマネジ

メントはこうだ、アートの現場はこうだとい

う、耳から入った言葉をたくさん持っている

ことは、あんまり使えないように思う（笑）。

「あぁ、そういうこともあるね」ということ

を前提としたうえで、現場とどう向き合うか

ってことが大事。現場っていうのは、生き物

なんですよ。人も生き物で、常に変わる。今

日はこうだっていうのが、明日にはこうなっ

ちゃう、という常に変動する中で、本当に一

生懸命考えていかなくちゃいけない。それも、

新しいことをどんどんする。だから、はじめ

は「どんなんがいいのかわからない」と言っ

て、みんなとにかく走るんですね。でも、そ

ういう状況下で、一歩一歩「これはこうする

んだろうな」「こうなんだろうな」と考えてい

くことを大切に思ってくれる人がアートマネ

ージャーとしていいと思うんですね。 

 

いい作品についてもっと教えて欲しいいい作品についてもっと教えて欲しいいい作品についてもっと教えて欲しいいい作品についてもっと教えて欲しい    

森國：議論が盛り上がっているところなんで

すけれども、もうそろそろ、定刻の時刻が過

ぎましたので、最後にどうしても、一言、言

いたいことがあるっていう方がいらっしゃれ

ば、発言して頂きたいんですけれども。よろ

しいですか、みなさま。 



F：観客の立場から言うと、いいものを見たい

んですね、楽しみたいんですね。だから、も

っともっと、色んないいものを提供していっ

て、もっともっと教えてほしいなと思いまし

た。だけど、僕は全然分からないんで（笑）、

頑張ってください。 

 

森國：はい。では、これを持ちまして、今日

のディスカッションを終了させていただきた

いと思います。今日は、アートマネジメント

の人材育成についてのフォーラムで、「混浴

“学生”世界Ⅱ」3 日目でした。たくさんの

方がしゃべってくださったので、普段と違う

視点で、こういう疑問を考えるきっかけにな

ったんじゃないかなと思います。ありがとう

ございました。 
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